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３ 　 畜 犬 管 理

狂犬病予防法に基づき 、 犬の登録原簿を管理し 、 鑑札または狂犬病予防注射済票を交付し た。

畜 犬 登 録 数　 　 8,092頭

４ 　 飼い主のいない猫不妊去勢手術費助成

飼い主のいない猫の増加を防止する ため、 市内に生息する 飼い主のいない猫の不妊・ 去勢手

術に対し 、 その費用の一部を補助し た。

補助件数　 　 オス 　 128件　 　 メ ス 　 137件

５ 　 環境美化推進

⑴　 美 化 の 推 進

環境美化推進のため、 自治会・ ボラ ンティ アによ る 清掃奉仕活動の支援やごみの不法投棄

者の警察署への捜査依頼、 不法投棄物の回収などを実施し た。

ま た、 飼い主のいない犬、 猫などの死体処理を迅速に行い、 清潔な環境づく り に努めた。

地域清掃奉仕活動の支援 966件

ごみの不法投棄の処理（ 直営） 284件

第24回市内一斉ク リ ーン週間（ 市内事業所・ 学校等によ る 環境美化活動）

参　 加　 者 187団体　 5,402人

回収ごみ量 約2.2 ｔ

犬、 猫の死体処理 犬 ３ 件

猫　 　 216件

⑵　 沼津市ま ちをき れいにする 条例

条例に基づき 、 各地域から 推薦さ れ委嘱し た環境美化指導員292人と と も に、 条例趣旨の

周知と 環境美化の啓発に努めた。

⑶　 沼津市路上喫煙の規制に関する 条例

条例の周知啓発を行う と と も に、 路面標示の追加・ 修繕を行った。

６ 　 ご み 収 集

集積場所に市内から 排出さ れた一般廃棄物を全市域にわたり 計画的に収集し た。 こ れら の集

積場所の管理を地元自治会等が行う と と も に、 市民の協力の下にごみの適正処理を図り 、 環境

衛生の向上と 清潔なま ちづく り に努めた。
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区　 　 　 　 分 燃やすごみ
埋め立て
ご　 　 み

資　 　 源

プラ ス チッ ク ごみ

合　 計
プラ スチッ ク
製容器包装

容器包装以外の
プラ スチッ ク ごみ

直営収集（ 生活系・ 一部事業系） 526 4 1,367 1,897

委託収集（ 生活系・ 一部事業系） 24,960 485 1,375 1,763 1,257 29,840

小計（ 日常生活排出量） 25,486 489 2,742 1,763 1,257 31,737

許可収集（ 事業系） 16,579 87 109 16,775

自己搬入（ 生活系・ 事業系） 1,557 98 21 4 1,680

合 計 43,622 674 2,763 1,763 1,370 50,192

資源収集量の内訳
（ 単位　 ｔ ）

種　 　 　 　 　 類 収　 　 集　 　 量 前 年 度 比 較

空 カ ン 263 △23

空 ビ ン 715 △68

古 紙 764 △45

飲 料 用 紙 パ ッ ク 6 2

古 布 331 16

金 属 ほ か 334 △21

ペ ッ ト ボ ト ル 292 △17

蛍 光 管 10 ±0

乾 電 池 48 ±0

計 2,763 △156

※空カンほか売却代金　 　 　 18,760,290円
　 古紙等資源化物売却代金　 38,478,985円　（ 同額を 自治会に交付）

ま た、 集積場所での指導を行い、 ごみ分別排出の徹底に取り 組んだ。 さ ら に、 地域の環境美

化を図る ため、 ごみ集積場所を整備する 自治会に費用の一部を補助し た。

○ごみ集積施設整備補助 設置　 68か所　 　 　 修繕　 ２ か所

ごみ収集量
（ 単位　 ｔ ）
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○ 清掃プラ ント の整備

清掃プラ ント 設備の機能維持を図る ため、 焼却炉内ほか耐火物修繕、 ボイ ラ ほか圧力

容器及び空気圧縮機の分解整備などを実施し た。

○ 戸田地区一般廃棄物排出事業者の支援

戸田地区の可燃ごみの処理を清掃プラ ント に集約化し たこ と によ り 、 一般廃棄物排出

事業者が一般廃棄物処理業者へ支払う 運搬料金に長距離加算分が発生する ため、 排出事

業者に当該加算相当額を支援し た。

交付件数 459件

交 付 額 3,213,000円

⑵　 埋 立 処 理

市内から 排出さ れた「 埋め立てごみ」 を最終処分場で覆土と のサンド イ ッ チ方式によ り 埋

め立てた。

（ 単位　 ｔ ）

７ 　 ご みの処理

⑴　 焼 却 処 理

市内から 排出さ れた「 燃やすごみ」 を清掃プラ ント において焼却し た。

清掃プラ ント

焼　 　 却　 　 量 焼却灰量（ 飛灰含） 灯 油 使 用 量 電 気 使 用 量

49,101ｔ 5,214ｔ 56,252ℓ （ 助燃用） 5,697,438kWh

※焼却量のう ち清水町分5,825ｔ

埋　 　 　 　 　 　 　 　 立　 　 　 　 　 　 　 　 量

埋 め 立 て ご み 覆 土 量

23 26
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○ 最終処分場の整備

施設全般の円滑な運営を行う ため、 水処理施設の点検整備を行い、 最終処分場の機能

維持を図った。

○ 埋め立てごみの再処理

埋め立てごみを破砕・ 選別する こ と によ り 、 埋め立てごみを減容化する 再処理事業を

実施する と と も に再処理し た埋め立てごみのう ち 512 ｔ を委託処理し 、 最終処分場の延

命化を図った。

⑶　 プラ ス チッ ク 製容器包装、 容器包装以外のプラ ス チッ ク ごみ、 ペッ ト ボト ルの処理

市内から 排出さ れたプラ ス チッ ク 製容器包装は主にパレ ッ ト 製品などの原料と し てリ サイ

ク ルする 委託処理を行った。 容器包装以外のプラ ス チッ ク ごみは熱源と し てリ サイ ク ルする

委託処理を行った。 ペッ ト ボト ルはコ カ・ コ ーラ ボト ラ ーズジャ パン株式会社と の事業連携

協定に基づき 、 水平リ サイ ク ル（ ボト ル to ボト ル） 処理を行った。

ま た、 発火事故防止のため、 充電式電池、 電子タ バコ などの異物を混入し ないよ う ホーム

ページ等で注意喚起し 、 適切な排出方法の周知に努めた。

（ 単位　 ｔ ）

処 理 量

プラ ス チッ ク 製容器包装
容 器 包 装 以 外 の
プ ラ ス チ ッ ク ご み

ペ ッ ト ボ ト ル

1,763 1,370 292

⑷　 焼却灰・ 焼却飛灰の処理

清掃プラ ント から 排出さ れた焼却灰・ 焼却飛灰を路盤材などの原料と し てリ サイ ク ルする

委託処理を行った。

⑸　 新中間処理施設の整備

新たな中間処理施設（ 焼却施設ほか） の整備に向け、 敷地造成工事を完了さ せる と と も に、

新施設の整備・ 運営等を担う 事業者と の契約を締結し た。

８ 　 廃家電製品の処理

⑴　 定時収集及び自己搬入さ れた廃家電製品

市内から 排出さ れた特定家庭用機器再商品化法（ 家電リ サイ ク ル法） の対象物を除く 廃家

電製品を資源及び埋め立てごみと し て定時収集し たほか、 自己搬入によ り 回収し た。
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９ 　 ごみ減量・ リ サイクル事業

環境負荷の軽減を図る ためのごみ減量方策と 資源循環を目的と し た剪定枝等リ サイ ク ル事業

や廃食油回収事業、 使用済小型家電リ サイ ク ル事業等を講座等で紹介し 、 市民に理解と 協力を

呼びかけたほか、 リ ユース プラ ッ ト フ ォ ーム「 おいく ら 」 や「 メ ルカリ 」 を利用し たリ ユース

を推進し た。 さ ら に、 多様化する 社会に対応する ため、「 ごみの出し かたブッ ク 」 の「 やさ し い

日本語版」 と 「 外国語版」 を活用し 、 誰も がわかり やすい、 ごみの分別、 減量の周知・ 啓発に

取り 組んだ。

ま た、 ごみの減量・ リ サイ ク ルの推進に取り 組む事業所を「 すま いる し ょ っぷ」 と し て認定

し 、 ごみの減量と リ サイ ク ルを推進し た。

○ごみ減量・ 資源化推進協力事業所「 すま いる し ょ っぷ」 認定数　 　 　 52事業所

○剪定枝リ サイ ク ル　 　 12回　 292㎥

○廃食油回収量　 　 　 　 3,860ℓ

○使用済小型家電の拠点回収量（ 12品目）　 　 3,060㎏

○「 おいく ら 」 を利用し た販売依頼商品数　 　 958個（ 電話依頼は集計対象外）

○「 メ ルカリ 」 を利用し た再利用可能な廃棄物の販売　 　 163個　 310kg

10　 し 尿の処理

し 尿等取り 扱い業者（ ８ 社） が、 市内で収集し たし 尿及び浄化槽汚泥を衛生プラ ント （ アク

アプラ ザ） 及び戸田衛生センタ ーにおいて処理し た。

区　 　 分 テ レ ビ 冷蔵庫・ 冷凍庫 洗濯機・ 衣類乾燥機 エアコ ン 計

家電リ サイ ク ル
法に基づく 処理

128 22 11 3 164

ま た、 資源回収の日に収集し たス ト ーブや電子レ ンジ等を売却し た。

⑵　 不法投棄さ れた廃家電製品

不法投棄さ れた廃家電製品のう ち家電リ サイ ク ル法で指定さ れた特定家庭用機器４ 品目を

指定引取場所に運搬し 処理した。 その他のも のは定時収集等の廃家電製品と 同様に処理した。

不法投棄さ れた家電リ サイ ク ル法対象物の処理量
（ 単位　 台）
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処　 　 　 　 理　 　 　 　 量 電 気 使 用 量

44,951㎘
（ う ち浄化槽汚泥量　 43,224㎘）

2,431,559kWh

※処理量のう ち清水町分 4,414㎘

戸田衛生センタ ー

処　 　 　 　 理　 　 　 　 量 電 気 使 用 量

530㎘
（ う ち浄化槽汚泥量　 512㎘）

78,535kWh

○衛生処理料金

し 尿汲み取り 料金の遠距離加算が適用さ れる 世帯（ 大平、 静浦、 内浦、 西浦） を対象に、

当該加算相当額を支援し た。

交付件数 218件

交 付 額 183,596円

11　 浄化槽の管理指導等

し 尿の適正処理を推進する ため、 浄化槽法に基づく 維持管理（ 法定検査・ 保守点検・ 清掃）

等に係る 周知指導や設置補助を行った。

浄 化 槽 設 置 基 数 20,653基

浄化槽清掃業者数 ８ 社

新設浄化槽維持管理指導基数 244基

浄 化 槽 設 置 補 助 37件

12　 一般廃棄物処理基本計画

一般廃棄物の適正かつ計画的な処理を推進する ため令和３ 年度に策定し た「 沼津市一般廃棄

物処理基本計画」 について、 計画期間の中間年度にあたる こ と から 、 こ れま での取り 組み実績

や社会経済情勢などを踏ま え、 見直し を行った。

衛生プラ ント （ アク アプラ ザ）


